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来週の投資戦略（2/16-20）
マクロ指標に注目

2026 年 2 月 15 日

小松 徹

注目事項 － 見所

２月 16 日、10-12 月期の実質 GDP 成長率 ― 前期比+0.4％？
２月 16 日午後、高市首相、植田日銀総裁会談 ― 次回の利上げも話題に？
２月 18 日、１月の訪日外国人客数 ― 前年比増は維持？
２月 20 日、１月の全国消費者物価指数 ― 前年比+1.5％、コアコア+2.7％？
２月 20 日、１月の米個人消費支出（PCE デフレーター）―前年比+2.8％、コア+2.9％？
２月 20 日、10-12 月期の米国実質 GDP 成長率 ― 前期比年率+2.8％？

株式市場見通し

先週日曜日の衆議院選挙結果、自民党３分の２以上の議席獲得を受けて、先週は
TOPIX が３日間史上最高値を更新した。海外投資家が２月６日までの週で４週連続買
い越したことを踏まえると、先週も大きく買い越したと想像される。ただ、先週述べ
たように相場の主役は、ある意味脇役が担っている。非鉄金属、不動産、その他金融
などである。幸いなことに長期金利が落ち着き、為替相場も円高に転じたことも安心
材料となった。１月最終週に海外投資家がわが国の中長期債を２兆円買い越したこと
が分かった。割安ならば（金利が上昇すれば）、買う投資家が世界中にいることが証
明された。来週月曜日午後に高市首相と植田日銀総裁の会談があり、思惑が広がろう。

10-12 月期の決算集計（大手証券）によると６割が増益で、純利益が前年比 1.9％増だ
った。プライム市場上場企業の今期純利益は前年比+1.3％と予想されている。昨年４
月にトランプ相互関税が発表された時には想像できないくらいの改善度だ。関税率引
き下げもあるが、円安と企業経営者の努力もある。今後は高市政権が進路を示してい
るので、外部環境の急変がない限り、企業の投資環境も改善していくだろう。

さて、赤澤経済再生大臣が先週木曜日（現地時間）にラトニック米国商務長官との会
談で対米投資の第一号案件が合意に至らなかったと話した。この案件の候補には、①
データセンター向けガス火力発電所の建設、②原油積出港の整備、③半導体製造用の

「人工ダイヤモンド」製造施設の建設、と報じられている。この中で、③について今月
３日に経済報道番組に人工ダイヤモンドの最大手イーディーピー（7794）の藤森社長
が呼ばれ、話をした。開口一番、「報道で見ただけ。当社は研磨剤用のダイヤは製造
していない」と。にもかかわらず、株価は連日ストップ高した。最近はテレビ、ネッ
ト情報などで株価が急騰する例が見受けられ、1980 年代後期の事象を思い出す。

最後に、来週の経済指標発表について。日米の 10-12 月期の実質 GDP 成長率が発表
される。わが国は前四半期のマイナスからプラスに、米国は前四半期の大幅成長から
やや鈍化すると予想されている。日米の１月の消費者物価指数が発表される。わが国
はガソリン税変更と様々な補助金もあり、伸びが大幅に低下、実質賃金が久々にプラ
スに転じる。

KPA の投資戦略
ロング（買い） ショート（売り）

好財務の割安株、来期増益株 高 PB 低位株、高 PE 新興株

(注) ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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